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※本書での表記について 

・図表中の Nは設問ごとのサンプル数を表す（クロス集計の場合は、その集計の有効サンプルであり、単純集計のサンプル数と異な

る場合がある） 

・数値（％）は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、集計結果の割合合計が 100％にならないことがある。 

・複数回答の数値（％）は、選択肢ごとの回答数を有効サンプル数（N）で割った数値であるため、全ての割合を合計すると、通常は

100 を超える。 
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８－２．その他の自由意見 ※自由記述で回答を求めた結果から主なものを抜粋 

・女性が再就職しやすい環境づくりには、なによりも育児・保育サービスの充実が重要だと思う。地域

によっては保育園や学童保育の空きがないことをよく耳にする。 

・子供を保育園に入園させて働く予定だったが、空きがなくて就職先から内定がでているのに、辞退し

ないといけないことがあった。 

・働きたくても、公的な保育園は入所が困難で、ほかの保育サービスは質にバラツキがあるため、両親

が近くに住んでいないと、子供を預けて働くことは困難だと感じる。保育所の不足状況は市町村によ

って差があるので、待機児童数をわかりやすく公表すべきである。また、潜在的な待機児童を把握し

て、対策を講じるべきである。 

・保育料が高いことで、働きたくても働けない人が多いと感じる。保育料の助成制度が必要である。ま

た、仕事で不安をかかえている人のカウンセリングや、情報交換の場も必要である。 

・保育園によっては、預けられる時間や条件がとても厳しい。また、土曜保育は書類の提出が多いので

利用しにくい。 

・働きはじめると色々な問題に直面する。なかでも一番困るのは病児保育サービスが不足していること

である。前日から予約を入れてもキャンセル待ちであることが多い。 

・病時保育サービスの充実を図ってほしい。小さい子供が急に体調を崩したときに周りに迷惑をかける

のではないかと思うとなかなか働きたくても働けない。 

・男性が育児休業や子供の世話をする目的で有給休暇を取得しやすい職場が増えて欲しい。女性だけが

子供の世話や家事などのために仕事を犠牲にしている気がする。 

・家庭において女性の責任が大きすぎる。家事、子供の教育、地域活動などにおいて、男性の意識改革

が必要である。 

・男性の意識改革や労働環境（勤務形態を含む）の改善が必要である。 

・「女性が仕事と育児を両立できる制度」ではなく、「男性が育児に参加しやすい制度」を充実させてほ

しい。男性が女性をサポートするようになれば自然と女性は働きやすくなる。男性がサポートせずに

女性だけが努力するのでは女性が苦しくなるだけである。 

・行政には、企業の女性活用の考え方が変わるように積極的に指導してほしい。 

・職場の同僚が子育てをしていない人ばかりだと、上司や人事担当者が仕事と子育ての両立を理解して

いたとしても、同僚からは理解が得られずに、定時で退社しにくかったり、有給休暇が取得しにくか

ったりする。 

・就職活動をしていたとき、子供がいるというだけで取り合ってもらえなかった。 

・就職活動の段階でも、仕事探しに充分な時間が避けないため、親など育児に協力してもらえる人がい

ないと再就職は困難である。保育所は仕事が決まってからでないと申込めないが、それでは必ず入所

できるかわからずあてにならない。入所できたら働くといった条件では、企業から採用されにくい。 

・子供が小さいうちは家にいてあげないと子供がかわいそうなどといった社会的な風潮がある。母親と

してはそのようなことを言われるとストレスになってしまう。 

・再就職よりも元々のキャリアを続けられるようにすることを重視すべき。日本は、会社に妊娠したこ

とを報告すると、「仕事を続けるのか」と質問される。だが、子育てしながらの仕事は、実際にして

みないとわからないことが多いので、そのタイミングではなかなか決められない。職場を離れても、

しばらくは復職できるように席を空けておく制度が必要である。 
 














